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表－2 . 4 . 1　船舶の牽引力の標準値
船舶の総トン数
（トン）

曲柱に作用する牽引力
（kN）

直柱に作用する牽引力
（kN）

200 を超え 500 以下  150  150
500 を超え 1 ,000 以下  250  250

1 ,000 を超え 2 ,000 以下  250  350
2 ,000 を超え 3 ,000 以下  350  350
3 ,000 を超え 5 ,000 以下  350  500
5 ,000 を超え 10 ,000 以下  500  700

10 ,000 を超え 20 ,000 以下  700  1 ,000
20 ,000 を超え 50 ,000 以下  1 ,000  1 ,500
50 ,000 を超え 100 ,000 以下  1 ,000  2 ,000

100 ,000 を超え 120 ,000 以下  1 ,500  2 ,000
120 ,000 を超え 150 ,000 以下  1 ,500  2 ,000
150 ,000 を超え 170 ,000 以下  2 ,000  2 ,000
170 ,000 を超え 200 ,000 以下  2 ,000  2 ,000

（4）曲柱とは平常時に船舶を係留または離着岸するために係留施設の水際線近くに設置する係船柱である。
また、直柱とは暴風時に船舶を係留するために、バースの両端付近の係留施設またはその付近に水際線より
離して設置する係船柱である。

（5）接岸時の船舶の係留索の配置及びその名称は、［施］第5章2 . 1 . 1 岸壁の諸元を参照するものとする。

（6）係船柱の配置及び構造は、［施］第5章9 . 1 係船柱及び係船環を参照するものとする。

（7）貨物船などのように載貨重量トン数が通常用いられる船舶について牽引力を設定する場合には、表－1.2.3
で示される載貨重量トン数と総トン数の回帰式を用いて対象船舶の総トン数を求めることができる。

（8）係船柱に作用する牽引力は、対象とする船舶の保有する係留索の切断荷重、係留施設の設置される場所
の気象・海象条件、船舶の諸元等に基づいて、必要に応じ接岸時の船舶による力、係留時の船舶に作用する
風圧力及び船舶の動揺による力 8）14）を考慮して算定することが望ましい。

（9）表－2 . 4 . 1に示されていない総トン数が200トン以下または20万トンを超える船舶の牽引力、並びに荒
天時においても船舶を係留する係留施設及び外洋等の気象・海象条件の厳しい水域に設置される係留施設に
かかる牽引力は、気象・海象条件、係留施設の構造、既往の牽引力の実測資料等を考慮して定める必要がある。

（10）表－2 . 4 . 1において、曲柱に作用する牽引力は、空載状態の貨物船が合計8本の係留索で係留されると
仮定した場合に、曲柱のみで陸側から作用する風速15m/sの風まで船舶を係留できるように、係留船舶の動
揺計算により算定したものである。また、直柱に作用する牽引力は、空載状態の貨物船が直柱への係留索を
含む合計10本の係留索で係留されると仮定した場合に、曲柱及び直柱によって陸側から作用する風速30m/s
の風に対しても安全に船舶を係留できるように、係留船舶の動揺計算により算定したものである。なお、曲
柱に作用する牽引力については、暴風時に曲柱及び直柱を用いて係留索を適切に配置した上で船舶を係留す
る場合には、陸側から作用する風速30m/sの風に対しても耐えられるような牽引力となっている。曲柱に作
用する牽引力は、鋼船規則L編艤装品 27）に提示されている係留索1～2本の切断荷重に相当し、また直柱に作
用する牽引力は、同じく係留索2本程度の切断荷重に相当する。
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（11）平常時のみに船舶を係留するバースでは、係留施設の中間部に船舶のスプリングラインをかけるため
の曲柱において、係留索が2本以上かけられるおそれがない場合は、曲柱に作用する牽引力を表－2 . 4 . 1に
示す値の半分とすることができる。ただし、ナイロン索などの切断荷重が大きい係留索を用いる船舶を係留
するバースにおいては、この規定は適用できない。

（12）総トン数が200トン以下の小型船の牽引力については、船舶の諸元、接岸状況、係留施設の構造等を考
慮して決定することが望ましい28）。なお、実際の係船柱の性能照査では、総トン数が200トン以下の船舶の場合、
曲柱に作用する牽引力50kN、直柱に作用する牽引力150kNを標準としている。

（13）旅客船、フェリー、コンテナ船等の牽引力の算定にあたっては、船舶に対する風の受圧面積が大きいこ
とから、表－2 . 4 . 1を使用する際には注意が必要である。なお、対象船舶が特定できる場合には、船舶の諸
元、係留索の配置及び切断荷重等を考慮して、係留船舶に作用する風圧力を用いて係船柱に作用する牽引力
を算定するのがよい。係留船舶に作用する風圧力については、本章2 . 3 船舶の動揺による作用を参照するも
のとする。
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